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本論 文 は 、 主 と して、最 近 の ル ソー 解 釈 に大 き な影 響 を あた え た ドゥ ラテ(R.Derathe)、
ビ ュル ジ ュ ラ ン(P.Burgelin)等 の ル ソー 研 究 を ふ まえ て、 ル ソー の 主 要 作 品 を 分 析 ・検討 し、
相 互 に矛 盾 しあ う と受 け取 られ が ち な それ ら の作 品を 貫 い て い るル ソー の 統 一 的 な人 間観 を 探 求
し、 そ の 展望 の 下 で、 かれ の教 育 論 上 の主 著 『エ ミー ル』 の 中心 問 題 の 一 つ で あ る 「人 間 」 と
「市民 」 に 関 わ る問題 を 、 著 者 独 自 の 新 しい視 点 か ら解 明 しよ う と した もの であ る。
論 文の 構 成 は 、次 の 通 りで あ る 。
序 章 問題 の 所 在 と研 究 の 方法
第一 章 自 然 人
{→ 自 然状 態 の仮 設
〔ゴ 自然人 、 ジ ャ ン=ジ ャ ック、 子 供
1.自 然人 、 ジ ャン;ジ ャ ック
2.子 供 の世 界
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3.自 然人 と子 供
日 自然 的善 性
1.自 然 的 善 性 主 張 の背 景
2.自 然 的 善 性
四 抽 象 と具 体
L本 物 の エ ミー ル と 通俗 的 な エ ミー ル
2.精 神 と 肉体
3.抽 象 的 な 子供 の状 態
伍)規 範 と して の 自然
1.調 和 と均 衡 と して の 自然
2.自 然 的 自由
3・ 完 成 能 力
ゲ⇒ 始 ま った ばか りの社 会
(ゼ 成 童(enfamfait)
L成 童 の精 神 と肉 体
2.成 童 の 自 由
3.幼 年 期 の 完 成
4・ 幼 年 期 の 教育
5.『 ピ グマ リオ ン』




⊂⇒ 自己愛 か ら利 己 心 へ
1.自 己 愛 と憐 欄 との 関 係
2.自 己愛 を利 己心 に 変 化 させ る もの
日 個 人 ど 星人 々の 集 ま り"
四 人 類 史 で の"偶 然"の 積 極 的意 味
L偶 然 の積 極 的意 味
2.社 会 の 曖 昧 さ
伍)善 と悪 と 自 由
1.善
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2.悪 の 責任 と道 徳 的 自 由
3・ 霊 魂 の 不滅
ゲ⇒ 信 仰
1.理 性 と信 仰
2.信 仰 と義 務
1七 思春 期 の 教育
1.個 と全 の対 話
2.教 育 の説 明
第三 章 市 民
←う 市民 へ の 準 備
1,エ ミー ル の世 界 旅 行
2.市 民 養 成 の条 件
口 社 会 契 約
1.自 然 状態 か ら社 会 状 態 へ
2,社 会 契 約
3.一 般 意 志 と特 殊 意 志
4.主 権 者
日 市 民 的 自由
1.市 民 的 自由 の成 立
2.市 民 的 自 由成 立 の 条 件
3.市 民 的 自由 と道 徳 的 自由
四 私 人 の 問 題
1.全 面 的 譲渡 と部 分 的 譲 渡
2.自 然 権 と市 民 の権 利
伍)人 間 の 弱 さ
1.眠 弱 さ,,の 意味
2.賦 弱 さ"の 自覚 ど 強 さ"
因 市 民 的 徳
1.市 民 的 徳 の 条件
2.市 民 的 徳
3.祖 国 愛
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(ゼ 市 民 宗 教
L三 種 の 宗教 とそ の 批 判
2.市 民 宗 教
終 章 人 間 と 市 民.
日 世 界 旅 行 の 結 論
⊂:り ジュ リの 回 心
日 結 論 ・人 間 と 市民
ル ソー の 数 多 い作 品 が どの よ うに 内的 に 連 関 づ け られ うる か 、 つ ま りかれ の 作 品 問 の 統 一性 の
問 題 は、 ル ソー 研究 家 に と って 避 け る こと の で き な い根 本 問 題 の一 つ で あ る。 従 来 のル ソー 研究
に お い て も、 それ を め ぐ って さ ま ざま な 論争 が 展 開 され て きた 。 著 者 は、 序 章 に お い て 、 こ の 問
題 に関 す る従 来 の 内外 の文 献 を広 く渉 猟 し、 まず 作 品間 の非 統 一性 を 主 張 す る研 究 者達 、例 え ば
ボ イ ド(W.Boyd)、 ヴ ォー ン(C.E.Vaughan)、 セ ー(H.S6e)、 フ ァゲ(E.Faguet)、
マ ッソ ン(P.M.Masson)、 太 田周 祐 等 の 主張 一 これ らの主 張 は 、細 部 に お い て は 差違 が あ るが、
概 括 的 に いえ ば、 集 団 主 義 的 内容 を もつr社 会契 約 論 」 や そ の系 譜 に数 え られ る 『不 平 等 起 源 論 』
『政 治経 済 論 』、 『ポ ー ラ ン ド統 治 論 』 等 の作 品 と 、個 人 主 義 的 な色 彩 の濃 い 『エ ミール 』、
『新 エ ロ イー ズ』 、 『孤 独 な 散 歩 者 の 夢 想 』 等 の作 品 との間 の思 想 的 矛 盾 を 強調 す る もの で あ る
一 を吟 味 し、 そ れ らの主 張 の 立 論 根 拠 を ひ とつ ひ とつ 論 駁 す る 。つ ぎ に、 統 一性 を 主 張 す る研
究 者 達 例 え ば ラ ンソ ン(G.Lanson)、 カ ッシ ラー(E.Cassirer)、 ドゥ ラテ等 の所 説 を 検 討
し、統 一性 を 認 め よ う とす る意 図 につ い ては 賛 意 を 表 す るが 、そ の 根 拠 づけ が なお 不 十 分 であ る
と し、 さい ご に ビュル ジ ュ ラ ン、 ス タ ロ ビ ンス キー(J.Starobinski)等 の見 解 が、 原 則 的 に
著 者 の 立場 に一 致 す る と して、 著 者 の 問題 意 識 お よ び それ に適 合 す る方 法 論 を 展 開す る。 す な わ
ち 、著 者 は 、私 教 育 の 場 で 「人 間 」(自 然 人)の 教 育 を 問題 に し、 一 見 個 人 主 義 的 内容 を も つ よ
うに み え るrエ ミー ル 』 に 、 集 団 主 義 的 内容 を 中心 とす る よ うにみ え るr社 会 契約 論 』 の要 旨が
そ の ま ま挿 入 され て い るの は 、 決 して ル ソ ー の思 想 の矛 盾 な い し不 統 一を 示 す もの で は な く、 む
しろ こ の二 つ の書 は 、 思想 の 深 い次 元 で密 接 につ な が り 、 『エ ミール 』 で主 と し論 じ られ て い る
「人 間 」(ho㎜e)と 『社 会 契 約論 』 で主 と して論 じ られ て い る 「市則(cit・yen)と は 、 ル
ソー の全 作 品 の 中 で対 極を な しつ つ 動 的 な 人 間 観 を つ くり あ げ て い る の では な いか 、 そ して、 そ
こ か らル ソー の求 め る 「一 」 な る人 間 の理 念 が浮 か び で て くるの では な いか と考 え る。 こ の よ う
な想 定 と相 関 的 に 、 著者 は、 『対 話:ル ソー、 ジャ ンジ ャ ックを 裁 く』 や ヴ ァ ンセ ンヌでのル ソー
の体 験 等 を 分析 ・評 価 しつ つ 、 ル ソー の個 々の 作 品 は 、 つね に 、 かれ の思 想 全 体 の 構 造 連 関 と相
即 的 に解 釈 され ね ば な らな い こ と、 お よ び その よ う な視 点 か らの み、 ル ソー の 求 ら6た 「一 」 な る
教20
人 聞 の 姿 が 明 らか に され る こ とを 主張 す る 。
第 一 章 「自然 人 」 に お い て は 、 まずル ソー の い う 「自然 状 態 」 がいか な る内容 と意 味を もつ か
が考 察 され る。著 者 は 、 シ ャ トー(J.Ch♂teau)の 所説 を 援 用 しつつ 、 ル ソー の 自然状 態 は、
「未 開 状 態 の仮 設 的 極 限 」 で あ り 、 「現在 の人 間 の 位 置 を は か る原 点 」な い し、 「潜 在 的 で根 元
的 な本 質 の世 界 」 と して の意 味を もつ と し、 そ こに 住 む 「自然 人 」 に つ い て は 、主 と して 『不 平
等 起 源 論 』 に お け る ル ソー の所 説 につ きな が ら、 そ の 構想 の 成 立経 過 や その 特 質 に つ い て論 述 し
つ つ 、 と くに 「自然 人 」 とr対 話 』 にお け る 「ジ ャ ン=ジ ャ ック」 お よ びrエ ミー ル』 にお ける
「子 ど も」 と の対応 関 係 を 強 調 す る。 そ の さ いの視 点 は 、 主 と して、 それ ぞれ が 「仮 設 的 ・根元
的 存在 」(す なわ ち 自然人 は人類 の ジ ャン=ジ ャ ックは ル ソー の 子 ど も は個 人 の仮 設 的 ・根元 的
存在 と され る)で あ る こ と、 お よび それ ぞれ が 、 「無 道徳 的(a-moraDな い し前 道 徳 的(pr6-
moral)」 で 「自己 自身 お よび 世 界 と 同質 的 な現 存(pr6s-ence)を 楽 しん で い る」 存 在 で あ
る こ と に求 め られ て い る。
つ ぎ に、 著 者 は 、 ル ソー の さ ま ざま な人 生 体 験 を 分析 ・解 釈 して、 か れ の 「自然 的 善性 」 の 思
想 が いわ ば 「経 験 に 支 え られ た信 仰 」 で あ る こ とを 確 め た上 で、 本 来 道 徳 的 に は イ ンデ ィ フ ァ ラ
ン トな 自然状 態 が 調和(harmonie)と 均 衡(proportions)の 支 配 す る善 な る 世 界 と され る
理 由を 追及 し、 ス タ ロ ビ ン スキ ー 、 ビ ュル ジ ュ ラ ン等 の 所説 を援 用 しつつ 、 「自然 的 善性 と いう
命 題 は、 事 実 と権 利 とが一 致 して いた 世界 へ の 回顧 的判 断 」 に他 な らな い とす る。 自然 状態 は 、
著 者 に よれ ば 、 この 回顧 的 判 断 に よ る意 味 づ け な い し価 値 づ け に よ って、 人 間 の墜落 の 度 合 いを
計 る尺 度 の 「零 度 」 と して基 準 的 性 格 を もつ とと もに、 「社 会 人 」の 努 力 に よ って 近 似 的 に の み
実 現 され る理 想 状 態 と して 規 範 的 性 格 を もつ こ と にな る が、 そ の 根 本 特 徴 は 、 完 全 な 調 和 と均 衡
で あ り 、 そ の 中 で、 自然 人 は 、 欲 求 と力 との 平衡 に お い て成 立 す る 自然 的 自由 を 楽 しみ、 世 界 と
自 己 と の未 分 離 の状 態 、 つ ま り 「一 」 な る状 態 を 自動 的 に実 現 して い る。 人類 が 何 故 に この よ う
な 自然 状 態 に 永 久 に留 る こ とな く、 社 会 状 態 に ふ みこ む こ と にな るか につ い て は 、 ル ソー は、 主
と して人 間 自身 に 内在 す る 「完 成 能 力 」(perfectibilit6)と 「不 幸 な 偶 然 」(fu皿este
hazard)お よ び 「始 ま った ば か り の社 会 」(soci6t6co㎜ence6)等 の 概 念 に よ って説 明
して い る が、 著 者 は 、 こ れ ら の概 念 内容 を 周 到 に吟 味 しつ っ 、人 類 の 、 自然 状 態 か ら社 会 状態 へ
の 移 行 と、 個 人 の、 子 ど も時 代 か ら青 年 時 代 へ の 移行 とは 、 根 本 構 造 にお いて 全 く同質 で あ る こ
と、 す なわ ち、 人 類 が絶 対 的 な世 界 で あ る 自然 状態 を は な れ て、 相 対 的 な 社 会 的 存在 と して生 き
は じめ る 「始 ま った ばか りの 社 会 」は 、 個人 の 発 達 過 程 に お いて は 子 ど もの 時代 の完 成 期 で あ る
「成 童 」(enfantfait)の 段 階 に対 応 す る こ とを 種 々の 点 か ら論 証 し、 さ らに そ の対 応 関 係
を 基 に して、 ル ソー が何 故 に子 ど もの 時 代を 「無 道 徳 な い し前 道 徳 の 時 代 」 、 「理性 休 眠 の時 代 」 、
「無 感 情 で 物 理 的存在 の 時 代 」 等 と して特 質 づ け た か を解 明 し、 そ こ か ら、 『エ ミー ル』 に お け
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る 「事 物 の 教 育 」の 意 味 や 身体 教育 と精 神教 育 の 関 係 等 につ い て 詳 細 に 論及 して い る。 こ こ での
著者 の立 論 は 、や や 錯 雑 で あ る が 、要 約 す る と、 子 ど もの精 神 は、 幼 年 期 に は 自然 の 世 界 に潜 在
的 に在 り 、そ こ で は精 神 と肉 体 の結 びつ きは まだ不 十分 で 、 しか も肉 体 だ け が経 験 的 に 働 きか け
う る唯 一 の対 象 で あ る か ら、教 育 的観 点 か らす れ ば 、や が て両 者 が 緊密 に結 び つ く と きに 肉体 的
存 在 に そ の 世 界 にお け る位 置 を 教 え る精 神 の働 き が始 ま る こ とを 予想 しつ つ 、 まず 「事物 の 教育 」
に よ って、 肉 体 に、 世 界 にお け る人 間 の位 置 を 経験 的 に教 え こむ こ とが 、子 ど もの時 代 の教 育 の
眼 目 で あ るこ とを 主 張 して い る も の と思 わ れ る 。
第二 章 「人 間 の誕生 」 にお い ては まず 、前 章 の 人 類 の 自然 状 態 と個人 の 子 ど も時 代 との対 応 関
係 に つ い ての 考 察 を ふ まえ て、 「成 童 」 が 「青 年 」 と して社 会 に 生 き始 め る状況 、 お よ び それ と
の 関連 で 、 「人 類 社 会 」 が 出現 す る状 況 につ い て の ル ソー の 見解 が よ り詳細 に解 明 され る。 著 者
は 、思 春 期 こそ 青 年 に人 間 的 関 係 の世 界 を 開 示 し、 青 年を 存在 の 世 界 か ら生 の世 界 、 す な わ ち、
愛 や 道 徳 や 宗 教 の 世 界 に上 らせ る重 要 な 段 階 で あ る とす るル ソー の 所説 に つ きつ つ 、 思 春 期 を 特
徴 づ け る情 欲(passions)、 想 像 力(imagination)、 憐 欄(piti6,等 の 出現 の意 味 や そ
の特 質 の 考 察 か ら所論 を展 開 す る。 情 欲 は、 子 ど もの 時 代 の調 和 と均 衡 を 破 る主 要 な 契 機 で あ り、
これ に よ って 、 青 年 は、 「成 童 」 の 完 全 な存 在 か ら、 「不 完 全 な 存 在 者 」 と して、 自 己を と り ま
く相 対 的世 界 に生 きな け れ ば な らな い こ とを 否応 な しに 自覚 させ られ る。 この こ とを 、著 者 は 、
主と して 『新 エロイーズ』 の ジュ リと サ ン=プ ルー との問の愛の分 析 ・解釈 によって論 証 す る。情 欲 によ っ
て完 全 な世界 から不 完全 な世 界へ転 落 す ることは、人 間 と して の愛に生 き始 め るこ とに他 な らな'い。 こ
の時 、人 間 に 「一 な る 存在 」 へ の志 向を 保 た せ るべ く、 自動 的 に 実 現 してい た 自然 状 態 へ の憧れ
を保 ち 続 け させ る の が想 像 力 で あ る。 想像 力 は 、 青 年 に他 者 の存 在 を は じめ て理 解 させ る精 神 的
能 力 で あ る と と もに、 青年 を価 値 の世 界 へ ひ きいれ る導 き手 で もあ る 。 しか し、純 粋 で完全 な精
神 の世 界 を 志 向す る想 像 力 に は 、 あ た か も人 聞 に絶 対 的 な 完 全性 が あ るか の よ う に失 われ た完 全
性 を 求 め させ よ う とす る錯 覚 が伴 い がち で あ る。 これ を 防 ぐた め には 、 想像 力 の 目覚 め と同時 に、
地 上 にお け る人 間 の 不完 全 さ、 弱 さ、惨 め さを 青 年 に 徹底 的 に認 識 させ ね ば な らな い。 しか も、
これ こ そ、 ル ソー に よれ ば 「どん な 人 間 に も まぬ が れ え な い人 間 の本性 に属 す る」 こ とな の で あ
る。 弱 く惨 め で不 完 全 な 薩 め る人 間 の 姿 を青 年 に 開 示 す るの が、 憐 瀾 で あ る。 こ こ で は著 者 は、
憐 欄 につ い て の 『不 平 等 起 源 論 』 の 所説 と 『エ ミ…ル」 の 所説 とσ)微妙 な相違 を 指摘 しつ つ 、ル
ソー一に お け る憐 欄 は結 局 自己 愛(amourdesoi)の 変 形 に他 な らな いこ と、 した が ・って ル ソー
に お い て は、 いわ ゆ る他 者 との 「出 会 い」(Begegnung)の カ テ ゴ リー が生 じえ な い こ とを 指
摘 して い る が、 こ の指 摘 は 全 く妥 当 で あ る。 因 み に、 自己愛 は 、 ル ソー では 、利 己愛(amour
pr・pre)と 区別 され 、.前者 が 自然 的 ・根 源 的 な 絶対 的 感情 で あ るの に対 し、 後 者 は 、 そ の墜 落
形 態 と して の社 会 的、 相対 的 感情 と され て い る。 と こ ろで、 想 像 力 、憐 欄 等 の働 きを 通 して 、青
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年 は、 他 我 を 感 知 しは じめ る と と もに 、他 と 区別 され た 自己 が、 自己 の利 益 を 求 め るた め には他
人 の 力を 借 りな けれ ば な らな い とい う個 人 と 「人 々の集 り 」 との動 的 な 関係 を 自覚 してゆ く。子
ど もの 時 代 の抽 象 的 絶 対 的 存在 か ら具 体 的 ・相 対 的 存在 へ の こ の移 行 は、 人類 の 場 合 は、 前述 の
よう に、 「不 幸 な 偶 然 」 に よ る歴 史 的 社 会 の出 現 に対 応 す る が 、著 者 は こ こ で、 そ の意 味を さ ら
に考 察 し、 それ が 偶 然 に よ る墜 落 だ か らこ そ 、 や が て 社 会契 約 に よ る偶 然 な ら ざ る合理 的 な 市 民
社 会 の 構 成 が 可 能 と な る と し、 「不 幸 な偶 然 」 の人 類 の歴 史 に お け る 積極 的 な意 味を 強 調 してい
る。
人 間 が、 歴 史 的 ・社 会 的 ・相 対 的 存 在 と して 生 き始 め る時 期 は 、価 値 の世 界 が 開示 され る時 期
で あ る が、 そ れ は 、 同 時 に、 つ ね に悪 へ の 可能 性 を は らむ 時 期 で もあ る。 著者 は 、 っ ぎ に、ル ソー
にお け る善 と悪 の問 題 お よ びそれ との 関連 で、 理 性 、 良 心 、 信 仰 等 の 問題 を とり あ げ る。善 と悪
の 問 題 を め ぐ るル ソー の 所 説 は、 『不 平 等 起源 論 』 、 『エ ミー ル 』、r対 話』 、r社 会 契 約論 』
等 にお い て力 点 の お き方 が か な り異 な るが 、著 者 は 、 そ れを 通 ず る根 本 規 定 と して 、 ル ソー に お
い て は 、 善 は 、相 対 的人 間 の 世 界 で一 な る全 体 を 目指 しつ つ 、 よ り大 な る全 体 を 選 ぶ と ころ に 成
立 す る も の で あ り、 悪 は 、 この よ うな人 間 の定 めを 理解 せ ず、 一 な る全 体 を 自 己 の 内 にの み求 め
る こ とか ら生れ る と され て い る と考 え る。 そ して 、 つね に 自己 の 内 にの み止 ろ う とす る の が人 間
の 肉体 性 の根 本 特 質 で あ る か ら、 悪 は っね に 肉 体 との な ん らか の結 び つ き に お い て う まれ る。 そ
れ に対 して 、 つ ね に 全 体性 を 志 向す るの が精 神 性 の 特質 で あ るか ら、 人 閲 の生 は、 つ ね に肉 体 に
ひかれ て 狭 い 利 己的 な 世 界 に閉 じこ も ろ う とす る 悪 へ の傾 向 と、 よ り大 きな全 を 目指 そ う とす る
善 へ の 傾 向 との 緊 張 関 係 の 中で 営 まれ るが、 そ の さい 自己 の 選択 に よ って よ り大 きな 全 体を 選 び
と ろ う とす る行 為 そ の もの にお い て道 徳 的 自由 が実 現す ると考 え る。
と こ ろ で、 よ り大 きな 全体 の 選択 が た ん な る 「好 み 」(g・at)に よ って では な く、 確 信 を もっ
て行 なわ れ るた め に は 、 絶 対 的全 体 へ の展 望 が な け れ ば な らな い。 そ れを 可 能 にす る もの が信 仰
に 他 な らな い 。 著者 は 、 『エ ミー ル 』 と くに 「サ ヴ ォ ワの 助任 司祭 の信 仰 告 白 」の 章 、 『フ ァー
ヴル 草 稿 」、 『告 白」、 『山 か らの 手 紙」 等 に み られ る ル ソー の 宗教 論を 周 到 に分 析 し、i信 抑」
と 「理 性 」 と 「良 心 」 の 間懸 に 考 察 の対 象 を 移 す 。 もと も と この 闇頚 に 関す るル ソ… の 所説 が き
わ め て 錯 雑 な の で、 こ の部 分 は 、本 論 文 の 中 で著 者 が最 も苦 心 した 箇 所 と推 定 され る が、著 者 の
主 張 は つ ぎの よ うに 要 約 され よ う。 ずな わ ち、 ル ソー一に お いて は 、 神 は理 性 は もち ろ ん良 心 に よ
って も全 く理 解 で きな い超 越 者 で あ る が、 そ の意 図 は良 心 を 通 して、世 界 の秩 序 と して 示 され る
と され 、 そ こ に 、 ル ソー の信 仰 の 核心 が あ る。 そ して 、 良 心 は 、神 に 出発 点 を も ち 、 そ の判 断 は
誤 る こ とな くつ ね に 確 実 で あ る が、理 性 は、人 間 を 起 点 と して い て 、 そ の判 断 は 「好 み 」 に基 き 、
つ ね に 不 確 実 で あ る。 した が って 良 心 が理 性 を た え ず 監 視 し、 匡 正 す る と きの み、 理 性 は正 しい
方 向 を め ざす こ と が で き る。 しか し、神 の 秩序 の 中 で、 地 上 に 存 在 す る人 聞 が 、 よ り大 きな 全 体
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に 向 って 行動 す る さい 判 断 を な す の は理性 で あ り、理 性 な しに 良 心 は働 きえ ない 。 こ う して、 信
仰 と理性 と良 心 が 一つ に な る と きは じめ て 、 人 間 は 自己 の 向 うべ き善 を 自由を も っ て選 択 す る こ
とが で き る の で あ る。 な お 、 こ こで は 、 こ の 他 、霊 魂 の不 滅 、 徳 、 信 仰 と道 徳 的 義 務 の 関 係等 の
問 題 が論 じられ て い る 。
以 上 の よ うな考 察 を ふ まえ 、 それ との 関連 に お い て、 つ ぎに 、 『エ ミール 』 第 四編 に お け る青
年 期 教 育 の問 題 が検 討 され る。 著者 は 、 『エ ミー ル』 第 四編 は 、性 欲 に よ っ て狭 い世 界 に閉 じこ
もろ うとす る青 年を 、 そ の性 欲 を 用 い て 、 よ り大 きな全 体 に導 い て行 こ う とす る 三 つ の過 程 の繰
返 しと考 え る。 第 一の 過 程 は 、 冒頭 か ら 『信仰 告 白』 の前 ま でで 、 こ こで は性 欲 出現 の 事実 とそ
の 時 に こそ 抽 象 の 世 界 に 目を 開 かせ ね ば な らな い こ と が示 され 、 第二 の過 程 は 、 『信 仰 告 白 』 で
あ り、 こ こ では 、宇 宙 の 中 の一 個 の存 在 が神 を 認 識 し、 そ れ に よ って 、確 信 を も って 自 己 の 選 ぶ
べ き全 体 を 目指 す よ う にな ぬ 経 過 が述 べ られ 、 第 三 の過 程 は 、 そ こ か ら 出発 して 、性 欲 に よ って
自己 に閉 じこ もろ うと す る青 年を 社会 の 中 に生 き る個 人 と して よ り大 な る全 体 に 向 かわ せ る教 育
の歩 み が描 か れ る。 そ して 、 これ ら三 つ の過 程 は 、 著 者 に よれ ば 、 同時 的 運 動 の順 序 立 て と して
理解 され るべ き もの で あ る。 こ の よ うな脈 絡 の な か で、 つ ぎ に人 間愛 の形 成 過 程 が、 情 欲 か ら 恋
愛 さ らに 夫 婦愛 に至 る過 程 と、 憐 欄 か ら人 類 愛 へ と高 ま る過程 に分 けて 考 察 され る と と もに 、歴
史 や 趣 味 の 教 育 、 お よ び道 徳 教 育 が 、 こ の時 期 の人 間 形 成 に いか な る意 味 と作 用 を もつ か が詳 細
に 論究 され る。 また そ の関 連 で 、 「事 物 の教 育 」 にか わ る 「人 間 の教 育 」 に お い て、 教 育 の 主 た
る方 法 が なぜ 消 極 教 育 か ら積極 教 育 に転 換 せ ね ばな らぬ か が著 者 の 立 場 か ら解 明 され る。
第三 章 は 、 「市民 」 の 問 題 の 考 察 に あて られ る。 「市民 」 は 、 ル ソー で は 、正 しい社 会 契 約 に
基 づ いた 社 会 す な わ ちか れ の い う 「市 民 社 会 」 の成 員 であ り、歴 史 的 に墜 落 の過 程 を 辿 っ て いる
現 実 の社 会 に 住む 「社 会人 」 とは 、 明確 に 区別 され て い る が、 著 者 は 、まず 『エ ミー ル 』 第 五 編
の 土 ミー ル の世 界 旅 行 を 、 この 意 味 の 市 民 形 成 の 準備 と して説 明 し 、つ ぎ に 『エ ミー ル 』 に おけ
る私 教 育 に よ る 市 民形 成 の 過程 と、 『ポー ラ ン ド統 治論 』 、 『政 治 ・経 済 論』 にお け る公 教 育 に
お け る 市 民形 成 の過 程 とを 対 比 させ つ つ 、 両 者 は、 外 見 上 の相 異 に もか か わ らず 、 一 般 的な もの 「
へ の 自発 的 な服 従 とそ れ を 通 して の よ り大 きな 全 体へ の 志 向 と い う 点 で根 本 的に 共 通 す る もの で
あ る こ とを 強 調 す る。前 述 の よ うに、 人 間 は 、 神 の 創 造 しこ秩 序 を 知 る こ と に よ って、 そ の秩 序
の 中 で の 自己 の位 置 を 知 る こ と がで き る が、 それ は同 時 に 、 人 間 が、 神 の 絶 対 的 極 大 の全 体 で も、
動 物 的 な 身体 のみ に か かわ る極 小 の全 体 で もな い こ とを 知 るこ と で もあ る。 こ の両 者 の 中 閻 に あ
っ て人 間 と して求 め う る し、 また 求 む べ き全 体 が、 著 者 に よれ ば 、 ル ソー の い う 「一 般 意 志 」 に
他 な らな い 。著 者 は 中 間 的 存在 者 と しての人 間 が 「市 民 社 会 」の 中で 、 こ の一 般 意 志 の 指 導下 に
生 きる時 に の み、 幸 福 が 実現 で き る こ とを 教 え るの が 、・ル ソー の 社 会契 約 の 真 意 に他 な らな い と








人は 「一であって全体である」ことがで きること、主権者の行為とは瞬間と永遠 の二つの極の緊
張関係の中で、一般意志の位置を瞬間的に認めつつ、その指導下に行動 しようとす る市民全体の
行為であること等である。
つぎに、著者は、市民的 自由の問題をとりあげ、市民 が、自己の従 うべきより大 きな全体は一








めには、相対的世界としての 「市民社会」で努力 して生きる しかないこと、つまり 「人間」(自




民が市民 としての義務を果たすためには 「市民宗教」をもつ必要があるとし、 『社会契約論』の
一章をそれにあてているが、著者は、さいごに、この問題をとりあげ、圭 としてr山 からの手紙』、
『フランキエール氏への手紙』・ 『ユステ リ氏への手紙』等におけるル ソーの宗教観および 「市
民宗教」論を、 『エ ミール』、 『社会契約論』の所説 と照応させつつ、古代の市民宗教やキリス
ト教と区別されるルソーの 「市民宗教」の特質を解明する。そ して、その関連でと くに、 『信仰
告白』の人間の宗教と 『社会契約論』の市民宗教との関係を中心に考察を進め、ルソーの市民宗
教25
教 に は 、社 会契 約 に よる 市 民 の 行 為 を 宗 教 の 力 で確 かな もの に す る と い う面 と 、 市民 が社 会契 約
を守 らな け れ ば な らぬ理 由 を 神 の秩 序 全 体 へ の展 望 に お い て明 か にす る とい う面 とが あ るこ と、
つ まり 市民 宗 教 は、 人 間 の 宗 教 の要 素 を 含 む こ とを 指 摘 し、 しか もこ の二 つ の宗 教 の 緊 張 関 係 の
中 に こ そ、 ル ソー の全 思 想 が 成 立 す る とす る。 こ う して 、エ ミー ル は、 全 体 の立 場 か ら市民 の方
向 に近 づ き、rポ ー ラ ン ド統 治 論 』 の 市民 達 は、 市 民 で あ るこ と か らは じめ て 、 市民 宗 教 によ っ
て 人間 の世 界 の展 望 に 導 かれ 、 この 二 つ の 方 向 は 、 ル ソー の 中 で切 り離 しえ な い統 一 体 を形 成 し
て い る とされ る 。
終 章 「人 間 と市民 」 に お い て は 、 まず 、 エ ミール の世 界旅 行 の 結 論 が 、つ ぎ の三 つ の点 か ら意
味 づ け られ る 。す な わ ち 、第 一 は 、 人 間 は 宇 宙 の秩 序 の 中 に あ って 、 こ の地 上 の一 点 に結 び つ い
て しか生 き ら れ な い と いう こ と、 第 二 は 、 人 間 は社 会 の 中 で しか 生 き られ な い の に 、現 実 に は
「市民 社 会 」 は 存在 しな い、 した が っ て、 さ しあた りは 自分 の生 まれ た 国 に生 き る の が よ い と い
う こ と、 第 三 は 、以 上 の二 点 を ふ まえ て、人 間 は 、地 上 の 一 点 と神 の全体 との 絶 え ざる対 話 の 中
で生 き る とい う こ との意 味す な わ ちど こに生 き よ う と一般 意志 に主 権 者 と して かか わ る 市民 と し
て しか生 き られ な い とい うこ とを理 解す る と き にの み 、人 間 と して存在 し うる とい うこ とで あ る 。
つ ぎに、 著 者 は、 それ と の 関 連 で 、r新 エ ロイーズ』 の ジ ュ リの 回 心(conversion)、 回 心 後 の
ジ ュ リとサ ンー プル ー との関 係 、 お よ び 『エ ミー ル と ソ フ ィ また は 孤独 な人 々』 に お け るエ ミー
ル と ソ フ ィ の別 離 と エ ミー ル の再 生等 の 問題 を と り あげ 、そ れ らの意 味 を 分析 ・解 釈 しつつ 、人
間 は、 い か に困 難 で あろ う と 「市民 社 会 」 にお いて しか 人 間 と して生 き られ な い と い う思想 がル
ソー の根 本 思 想 で あ り、 した が って 、 かれ にお い て は 、 市民 か 人 間 か の 二者 択 一 が 問 題 で は な く、
か れ が非 難 し攻 撃 す る の は、 両 者 の 関 係を 誤 解 し、混 乱 させ て 、 「社 会人 」 しか いな い状態 を う
み だす こ と に他 な らな い と主 張す る。
以 上 の 考 察 を ふ まえ て、 著 者 は、 結 論 に お い て、 ル ソー の 全作 品 を貫 く根本 問題 は 、 結局 「一
な る人 間 」 の探 求 ・実現 に あ った こ と、 しか も かれ は それ を たん に 作 品を 通 して だ け で は な く、
か れ の 生 き方 そ の もの に お い て主 張 しつ づ け た こ とを再 び確 認 した 上 で、 そ の よ うな ル ソー の 問
題 は同 時 に 我 々の 問題 で あり 、ル ソー は我 々に回 心 を迫 っ てい る と してル ソー に対 す る 著者 自身
の主体的な関わり方を明かにする。著者によれば、その回心は、我々が宇宙の秩序 と社会の秩序
との正当な関係を身を もって理解 したとき、全体の秩序を見通す主権者としての 「市民」の心の
中にはじめて起るのであり、我々の生 は、このような人間と市民 との絶え ざる対話の中に しか存
在 しない し、教育の 目的も、究極的には、そのことを人々の心に刻みこむことにあるのである。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 に は前述 の 内 容 要 旨 に もみ られ る よ うに 、若 干 の不 備 と未 熟 が指 摘 され る。 た とえ ば、
ω 著 者 は、 ル ソー の 思想 史上 の位 置 づ け を 問題 にす る の で は な く、思 想 構 造 そ の もの の探 求 が本
論 文 の 目的 で あ る(序 章)と して い るが 、 いか な る思 想 も歴 史 的 連 関 の 中 に生 き る もの だ とす れ
ば 、本 論 文 で示 され たル ソー解 釈 が思 想 史 上 い か な る意 味を もつ か につ い て、 なん らか の形 で 言
及 され るべ きで は な か った か 。 ② 自然 状態 を仮 設 し、 そ こ か ら現 代 社 会 の 諸 問題 を解 こ う とす る
ル ソー の 立 場 は 、 かれ な りの 聖書 解 釈 で も あ った は ず で、 そ の 点 につ い て も言 及 す べ き で あ った
と思 われ る。 ま た 、 それ との 関連 で、 た とえ ば キ リス トの意 図 は 、本 来 市 民宗 教 を 説 くに あ った
が それ が不 可能 だ った の で人 間 の宗 教 を説 い た のだ とす る ル ソー の 考 え方(910頁)に つ い て も、
た ん に 紹介 す るに と どめ て い る が、 も っ と十分 な掘 り下 げ が必 要 と思 われ る。 ③著 者 は 、ル ソー
が 自然 を 讃 美 しつ つ も、 人 間 は市 民 と して しか 生 き られ な い と考え て い る 点を 捉 え て、 ル ソー の
思 想 の 道 徳 的 側 面 を 強 調 してお り、 そ の こ と 自体 は 正 しい と思わ れ る が、 ル ソー の思 想 が、 自然
と個 人 の合 一 状 態 の独 自性 、 それ に 由 来 す る生 命 感 等 に 基 づ いて い る こと も否 定 で きな い はず で
あ り、 そ の点 を も よ り詳 細 に論 ず べ き で あ った 。(4)ま た 自然 人 か ら市民 へ とい う図 式 は か な り立'
ち い って論 じ られ て い る が、 そ れ に較 べ る と市 民 に対 す る人 間 の規定 が や や曖 昧 で あ り、 こ の点
に つ い て も よ り十 分 に論 じる必 要 が あ った よ うに思 わ れ る。 ⑤ そ の他 ほん もの の エ ミー ル と通 俗
的 エ ミー ル の関 係(146頁 以 下)、 一般 意 志 と特 殊 意 志 の 関 係(681頁 以 下)、 人 間 の弱 さ
の説 明(807頁 以 下)等 の 論 述 がや や明 確 さを 欠 く憾 み が あ る し、 ま た と こ ろ どこ ろ に 十分 に
練 られ て い る と思 え な い生 硬 な 文章 表 現 が み ら れ る一 等 の 批 判 は可 能 で あ る。
しか し、 そ れ と同 時 に、 本 論 文 に は 、い くつ かの 優れ た特 色 が み られ る 。た とえ ば 、 ル ソー の
教 育思 想 そ の もの に つ い て は 、 あ る意 味 で は 我 国 で も外 国 で もす で に研 究 し尽 され た感 が あ るが 、
著 者 は 、 そ の こ とを 承 知 の 上 で、 先 人 の主要 な研 究 を十 分 に 踏 まえ な が ら、 独 自の視 点 か らル ソー
の 問題 に迫 り、徹 底 した テ キ ス トへ の精 通 と、 正 確 かつ 組 織 的 な理 解 と に よ っ て 、相 当な 成 果 を
あげ て い る こ と。 ω そ の さい 、 教育 思 想 を 狭 い視 点 か ら眺 め ず に 、 ル ソー の思 想 全 体 の 中 で位 置
づ け て い る こ と。 こ の立 場 か らみ ると 、著 者 が 主 張 す る よ うに 、 『エ ミー ル』 と 『社 会 契 約 論 』
の 関係 が よ り正 当 に 捉 え られ る。 と くに 、 ル ソー の作 品 間に は矛 盾 が あ る とす るル ソー 解 釈 が い
か に浅 薄 で 非 生産 的 で あ るか を指 摘 しつ つ 、 ル ソー の根 本 問題 の一 つ で あ る 「市民 」 と 「人 間」




研究に対 して、多 くを加えるとともに、将来のルソー研究に対 しても確かな基盤 となりうる労作
と認められ る。
以上を総合すると、本論文は、独 自の問題意識に導かれた周到 ・精密なルソー研究と して、 ま
たそれを通じて、近代教育思想の源流とみられるル ソーの教育思想の解明に新たな照明をあてる
ことに成功 した意味深い試みとして、教育学博士の学位を授与す るに充分な資格があると認定 さ
れる。
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